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が残っている ( 図 1a)。外面には褐色層上部に黒色
層が重なった状態で、漆膜の間に土粉層が観察され
た ( 図 1c, 2b)。内面には基盤の木材と上部に一部





　 塗 膜 試 料 は 赤 外 分 光 分 析 装 置 (Spectrum GX, 
PerkinElmer, USA) の ATR を使用して表面成分を分
析した。そしてエポキシ樹脂 (Adeka Resin EP-4200, 
Chemitech, Japan) と硬化剤 (Adeka Hardner EP-4332. 
Chemitech, Japan) の配合比 5：2 のもので包み、塗
膜断面を研磨した。まず反射光で観察したのち、研
磨面を鉱物用スライドガラス ( 厚さ 1.2mm) に固
定用エポキシ樹脂で接着し、資料の厚さを約 20㎛
に研磨し、光学顕微鏡 (OPTIPHOTO2-POL. Nikon, 
Japan) で漆塗膜断面構造を調査した。走査型電子顕
微鏡 (FE-SEM, S-4700. Hitachi, Japan) に装着された





外分光分析を実施した。資料外面 ( 図 1c) の分析
結果は図 3 の通りである。その結果、3400cm-1 付
近の広い波長帯に表れた O-H、3000 ～ 2800cm-1
の C-H、1700cm-1 に芳香族炭素二重結合 (C=C)、








であった ( 図 2b)。図 4a はその断面である。写真
図 2　調査試片　　(a) 漆器内面　(b) 漆器外面
図 3　大成洞 88 号墳で出土した漆器塗膜の
赤外分光分析
(a)
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図 4　横断面の顕微鏡写真　
(a) 外側層　(b) 基層　(c) 織物心　(d) 木心の横断面　(e) 接線断面　
(f) 内側層の織物心　(g) 内側層の横断面　(h) 接線断面
下では基盤材にあたる木材部分が確認されている。
図 4d と図 4e はそれぞれ木材部分の横断面と接線
断面である。接線断面から放射組織が観察されてお
り ( 図 4e)、同性放射組織の特徴を確認することが
できる。木材部分上部には織物繊維のような布の織
組織が一部確認される ( 図 4a)。織物を構成する糸
の断面は最大直径が約 25㎛で、断面に髄孔が存在
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　織物層上部には下地漆 ( 図 4b) が、下地漆の上に
はこれとは区分される漆層 ( 図 4a) が観察される。
3.2.2. 内面
　漆塗膜内面には、木材部分上部に緻密に織られた
織物層が確認される ( 図 2a)。図 4g はその断面で
ある。顕微鏡写真を通して、木材横断面に大導管が、
木質上部に 1 層の織物層が観察された。図 4h は接
線断面である。
　織物部分を拡大すると、2：1 の断面が不等辺三
角形の絹糸の断面が明瞭に観察された ( 図 4f)。不
等辺三角形の最大直径が約 15㎛で、単位繊維面は
2 個で 1 個にあたるため、糸 1 本あたり約 30 個の
単繊維、すなわち 15 個の繭を繰って練絲したこと
が分かる。




図 5 に示したとおり、外面の下地漆層の SEM-EDS
分析の結果、カルシウム (Ca)、燐 (p)、鉄 (Fe) が検
図 6　下地のマッピング写真
図 5　下地の SEM-EDS 分析結果
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も分布も高い点 ( 図 6)、そして木材部分の堅さが
非常に堅い点に注目する必要がある。漆片が出土し






















を挙げることができる [ 岡田ほか 2009]。上記した
中国漆器系統の漆技法は統一新羅時代以降に国内に
定着したものと想定されている [ 李







東漢墓出土剣鞘の分析事例に類似している ( 図 7)。
　西安東漢墓報告書の内容を参照すると、合計 34
点の剣鞘が分析調査されており、そのうち同定可能
な 24 点が全てマメ科植物 (Leguminosae) であるこ
とが判明した [ 西安市文物保護考古所 2009]。剣鞘
製作に同一樹種が選択的に使用されていることを知
ることができる。マメ科植物には、ネムノキ属 ( ア
ルビジア属 , Albizia) やソフォラ属 (Sophora) に該当
するエンジュ (Sophora japonica) などがある。
　特に剣鞘構造面でも注目すべき特徴が観察され、
それは大成洞 88 号墳出土漆塗膜からも確認されて
いる木心内面の緻密に織られた 1 層の絹織物 ( 帛 )




図 7　西安東漢墓 (8 号墓 )から出土した鞘の横断面顕微鏡写真
(a) 内側層の織物心　(b) 横断面　(c) 接線断面
(a) (b) (c)
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Abstract　Herein, we present the results of the 
analysis of a lacquer coating fragment excavated 
from ‘DaeSungDong No.88 tomb of GimHae’. We 
observed the fragment with an optical microscope and 
used scanning electron microscopyenergy dispersive 
spectroscopy (SEM-EDS) as well as Fourier-transform 
infrared spectroscopy analysis to determine the structure 
of the lacquer coating and the technique used for coating. 
The sample was identified as a Moksim Jophy Lacquer. It 
is made from wood, painted with textile fabric and coated 
with soil clay. The SEM-EDS analysis revealed residues 
of bone meal at the bottom part of the sheath layer. The 
incorporation of bone meal in a lacquer coating layer is 
one of the characteristics of the Han Dynasty, and was 
also found in the NangNang Region and the United Silla 
Dynasty. Inside the sword sheath is a specific adherent 
structure of silk fabric, the same type of leguminous 
plant found in another sword sheath excavated from 
the Eastern Han-tomb of Xi’an. Results constitute the 
latest information about lacquer ware found in the 
southern district of the Korean peninsula. Moreover, the 
findings shed light on an international relationship with 
Kumkwan-Kaya where the sword sheath was produced.
